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8月 17日  羽田 → 鳥取  ANA295 
定刻で離陸、横浜ベイブリッジ、ランドマークタワーを眼下に見ながら一路鳥取へ。 
空港でトヨタのビッツを借りる。たのみのカーナビを設定して出発。 
・鳥取砂丘 ジリジリとすごい熱砂。「火傷しますので裸足で歩かないで下さい」の立て看板。 

 
 
 
 
 
 
 

・白兎神社 
社務所に入ると「因幡の白兎」の曲が流れてきた。 
・米子市内泊 
夕食はホテルで紹介された「海鮮ろばた夢路」 
サンマ、サザエのつぼ焼き、岩牡蠣と生ビール 
 

8月 18日 
米子 → 境港 → 松江 
・境港 ここは「ゲゲゲの鬼太郎」水木しげるが 
生まれた地だ。妖怪ロードには妖怪がうようよ。 
これなら夏でも涼しそうだ。 
・松江城 汗だくの城内見学 
・小泉八雲（ラフカディオ・ハーン）記念館 
彼はアイルランド人の父とギリシャ人の母との間に 
生まれた。著書の怪談話「耳なし芳一」のビデオは 
見ごたえがあった。 
・ルイス・Ｃ．ティファニー庭園美術館 
イギリス庭園と膨大な数のコレクションはどれも見事。 
中でもステンドグラスには魅了された。 
・一畑電鉄 ルイス・Ｃ．ティファニー庭園美術館前 駅 
 
 
 
 
 
 
日本一長い駅名の切符を記念に買おうとしたが、駅は 
無人で自動販売機もなく、列車はワンマンカーで切符は 
値段のみ印刷。駅名の入った切符は手に入らなかった。 



宍道湖畔泊  夕食は新鮮な海鮮料理と地酒 
8月 19日 

湖には夜明けと共にシジミ漁の船が何艘も出ている。 
朝食のシジミ汁は疲れた肝臓をいたわってくれた。 
・出雲大社 
本殿に下がった巨大なしめなわは 1トン！ 
ここは縁結びの神でお賽銭は、御縁 ( ¥ 5 )、 
始終御縁 ( ¥ 45 )、十二分な御縁 ( ¥125 ) が 
いいですよ、ツアーのガイドさんが説明して 
いる。こちらは、 （御縁＋始終御縁）×２  
でいろいろとお願いした。 
・旧 JR大社駅 
明治 45 年に開業、平成 2 年に大社線の廃止により営業を閉じたそうだ。駅舎には貴賓室があり天皇陛下
の勅使が休憩に使ったそうだ。駅前のポストが何とも哀れ、郵政を民営化してもこうならないようお願い

したいですね。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・石見銀山 
間歩（マブ）と呼ばれる大小の坑道口がいたるところに開いて 
いて説明によると中はまるでアリの巣、高純度の鉱脈で 1トン 
の鉱石から１Kgの銀が採れたそうだ。幕府の天領で一時は 
数万人もいた集落や代官所跡が史跡になっている。 
 
日本海を見ながら国道 9号線を西へ走る。 
途中の「道の駅」には全て立ち寄る。それぞれに地域の 
名産品の販売や観光のガイドがあってぶらり旅の楽しみの 
ひとつ。どこも夕日の綺麗さを競っているのがおもしろい。 
「夕日百選があってどうして朝日百選は無いのかなぁ？」 
「お酒飲んで朝寝坊なんだから、あっても見ないでしょ！」 
萩・石見 → 羽田 ANA576 
離陸して間もなく東の雲間に素晴らしい満月。 
月見酒ならぬ月見ビールで乾杯！           

～ 終 ～ 


